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１．研究の背景 



1. 研究の背景 
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出願案件のステータス、庁指令内容、及び庁への応答期限日等を正確 
かつ遅滞なく把握し、自社出願案件を間違いなく権利化し権利維持する 

 【企業内の知財管理システムに求められること】 

 各国発行の庁書類等から必要情報（原典/書誌情報）を、 
正確かつタイムリーに取得・管理し、関係者に提供する 
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代理人 

出願人 

知財管理システム 
書類様式や電子化 
方法が異なる 

言語が異なる 
（非英語圏の増加） 

外国案件のデータを 

自社知財管理システムに 

取り込む負荷が大きい 

1. 研究の背景 

• 日本案件については、JPO電子出願システム（XMLフォーマット）の利用により他国
と比較すると、より多くの知財情報を自社知財管理システムに電子的に取り込むこと
が可能 

• 外国案件については、国ごとに書類様式や電子化方法が異なることから、知財情
報の電子的流通が十分な状況にない 

外国出願の増大 
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1. 1 活動内容 
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2014年度までの取組み 

コード化・共通化した項目の情報を提供するフォーマットとし
て、日本特許庁が提供している、XMLが最適であることを提言 

2015年度の取組み 

① 外国案件のデータも自社知財管理システムに電子的に取り込む
ことができるように、各国特許庁のXML提供状況を調査する。 
 

② 五大特許庁がグローバルドシエに取り組んでおり、優先開発項
目としてXMLが挙げられているため、ユーザにとって最適な
XMLの提供方法を検討し、五大特許庁に提言する。 

① 各国の庁書類及び提出書類の調査 
 

② 各国庁書類に記載されている項目をコード化・共通化し、比較
表を作成 



 
 

2. XMLによる知財情報の提供 

 

 

8 

2. XMLによる知財情報の提供 



各国特許庁 

外国代理人 国内代理人 出願人 

国内代理人 出願人 

2. 1 XMLに着目した理由 
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（※） 金額は第3回グローバルドシエタスクフォース会合資料より 

管理システム 

「特許庁書類取り込み」事務作業についてのコスト試算 

出願を維持するための手続を手作業で行った際に要した費用 
（作業は入力および確認などに1件あたり15分と試算） 



外国代理人 国内代理人 出願人 

国内代理人 出願人 

2. 1 XMLに着目した理由 
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（※） 金額は第3回グローバルドシエタスクフォース会合資料より 

管理システム 

「特許庁書類取り込み」事務作業についてのコスト試算 

日本出願 手入力 
27百万ドル 

米国出願 手入力 
79百万ドル 

各国特許庁 
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2. 2 日本におけるXML提供状況 

インターネット出願ソフトから取得できるXMLファイル 

拡張子：JWXファイル（圧縮ファイル） 
発送書類本体のデータです 

拡張子：XMLファイル 
インターネット出願ソフトの発送書類一覧表示に利用するデータ 



インターネット出願ソフトから見る発送書類 
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2. 2 日本におけるXML提供状況 

主文書 

インターネット出願ソフトでは「主文書」 
「管理文書」を閲覧することができる 

管理文書 
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2. 2 日本におけるXML提供状況 

インターネット出願ソフトから見る発送書類「主文書」 

主文書 



インターネット出願ソフトから見る発送書類「管理文書」 
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2. 2 日本におけるXML提供状況 

管理文書 
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2. 2 日本におけるXML提供状況 

庁発送書類 

XMLファイル 

JWXファイル 
XMLファイル 

XMLファイル 

XMLファイル 

管理情報を含むXML 

JWXファイルは圧縮ファイルとなって
おり、ファイルを解凍すると複数の
XMLが格納されている 

発送書類 JWX（圧縮）ファイルについて 

主文書 

管理文書 
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2. 2 日本におけるXML提供状況 

管理文書XMLファイル（拒絶理由通知書） 

タグ 名称 

<jp:m-dispatch-management-article> 発送書類情報 

<jp:m-documents-classification-code> 書類分類コード 

<jp:m-application-number> 出願番号 

<jp:m-dispatch-number> 発送番号 

<jp:m-dispatch-date> 発送日 

<jp:m-period> 応答期間 

*****jpmngt.xmlファイルには、
管理情報が記載されています。管
理情報XMLの内容は、システム的
に扱いやすいようにコード化され
ています。（タグは英語表記） 
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2. 2 日本におけるXML提供状況 

（2015年度）生死書類・項目比較表 JP_XMLタグ追加 

 
生死に関わる情報は、庁から提供されるXMLファイルの主文
書または管理情報ファイルのいずれかに記載されている 
 



XMLデータ納品 

2. 3 出願人におけるXMLファイル活用案 
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企業内管理システム 

XMLファイル読込ツールを利用しなくても、XMLデータ対応表を活用すれば、 
XMLデータ項目の値をコピーし管理システムに登録することで誤入力を軽減 

表計算ソフトを活用してXMLデータ項目を管理システムに
登録することで誤入力を軽減 

代理人 出願人 

表計算ソフトを利用し 
XMLデータを開く 

必要項目をコピー 

表書類名・発送日・期限日数等が取得可能 



2. 3 出願人におけるXMLファイル活用案 
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表計算ソフトを活用してXMLデータを表計算ソフトへ取り込む 

ワークシートにXMLファイルが表示されます 

① 表計算ソフトを利用しXMLファイルを開く 

② [XMLファイル]を選択 

③ [XMLテーブルとして開く]をクリック 
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2. 4 日本特許庁への提言 

【良い点】 
 human readable/machine readableなデータである 
   タグが英語標記になっており、人も読み取ることができる 

日本特許庁XMLファイルの特徴 

【改善点】 
 庁発送日と応答期間の項目はあるが、具体的な期限日の項目がない

ため、出願人が計算しなければならない 
 

 取り扱う文字コードが（S-JIS）のため、利用できる文字が限定さ
れている →UTF-８を活用してみては？ 
 

 データファイルの置き場が複雑な階層構造になっており、ユーザに
とって使い難い 
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2. 4 日本特許庁への提言 

日本特許庁へ改善要望を提出 

【要望事項】 

 庁発送日と応答期間の項目はあるが、具体的な期限日の項目がな
いため、出願人が計算しなければならない 
 

 
 
 
 データファイルの置き場が複雑な階層構造になっており、ユーザ

にとって使い難い 

 データファイルの階層構造の見直し 

庁書類に記載がなくても、既存の項目から算出できる有用
な項目はXMLに情報を追加する 
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代理人 

出願人 

知財管理システム 

書類様式や電子化 
方法が異なる 

言語が異なる 
（非英語圏の増加） 

外国案件のデータを 

自社知財管理システムに 

取り込む負荷が大きい 
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2. 5 外国案件の社内システムへの登録状況 

外国案件については、各国毎に書類様式や電子化方法が異なることから、
多くは、担当により紙書類から社内システムへ登録している 
（作業には専門知識を要する） 



2. 6 各国のXML提供の状況調査（米国） 

１．審査官がOfficeActionを作成しPAIRに登録 

２．E-OfficeActionでe-mailによる通知 

３．米国代理人がPrivatePAIRにアクセス 

４．PDFファイルをダウンロード 

５．クライアントに送付 

USPTO発送書類の流れ（概要） 

特徴 

• XMLファイルは存在しない 

• PDFファイルはイメージファイルなので、テキストデータをコピ
ー＆ペーストで取り出すことはできない。（イメージが正本） 

• 応答期限は直接的な期限日も応答期間も抽出不可 

• 所定期間内にPAIRに登録された書類の情報を抽出できる。
(Outgoing Correspondence) 
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2. 6 各国のXML提供の状況調査（中国） 

日本のインターネット出願ソフトのように庁発行の専用ソフトから受領 

SIPO発送書類の流れ（概要） 

特徴 

ZIPファイルで提供。
中は階層構造になって
おり、フォルダ毎に分
かれて庁書類がTIFFフ
ァイルで存在している
。簡易的なXMLファイ
ルが存在するが情報量
は少ない。 
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SIPOから送付されるZIPファイル構造 
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2. 6 各国のXML提供の状況調査（中国） 

SIPO発送書類のXML 

SIPO発送書類のXMLファイルには期限管理情報は含まれていない 

出願番号、書類名は存在するが、
期限管理情報は記載されていない 
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2. 7 各国特許庁へのアンケート 
 

 

書類 USPTO EPO KIPO SIPO 

①出願 
  

TIFF, PDF(text 
embedded) 

IMAGE, XML 
(depending on 
filing route) 

TIFF or JPEG, XML, 
SGML 

TIFF, PDF, 
WORD, XML, 
TXT, PAPER 

②審査請求 － － TIFF, XML, SGML XML, PAPER 
 

③拒絶理由通知 TIFF XML 
 

TIFF, SGML(～2003), 
XML(2004～), 
Image PDF, HWP 

TIFF 

④特許査定 TIFF XML TIFF, SGML(～2003), 
XML(2004～), 
Image PDF, HWP 

TIFF 

⑤拒絶査定 TIFF XML 
 

TIFF, SGML(～2003), 
XML(2004～), 
Image PDF, HWP 

TIFF 

⑥特許証 PAPER 
 

－ 
 

TIFF, HWP TIFF 

各国特許庁内における保持フォーマット 
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2. 7 各国特許庁へのアンケート 
 

 

書類 USPTO EPO KIPO SIPO 

①拒絶理由通知 TIFF Image PDF 

 
PAPER, 
Image PDF 

TIFF 

②特許査定 TIFF Image PDF PAPER, 
Image PDF 

TIFF 

③拒絶査定 TIFF Image PDF PAPER, 
Image PDF 

TIFF 

④特許証 PAPER Image PDF PAPER TIFF 

各国特許庁内から出願人へ提供されるフォーマット 

EPOの庁内データは、XMLデータを活用しているが、残念ながら出願人へのXMLデ
ータ提供は行われていない。日本以外に特許庁から出願人へXMLフォーマットで知
財情報を提供している国は存在しないことが分かった。 



 
 

 
 

3.グローバル・ドシエへの提言 
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３. グローバル・ドシエへの提言 



3. 1 グローバルドシエとは 

29 

五大特許庁の取組み：グローバル・ドシエ 

審査官向けに利用されていた審査
情報共有システムの一般公衆化が
図られ、各国庁の画面では、「グ
ローバル・ドシエ」の名称で、関
連案件の審査状況、包袋情報が機
械翻訳付きで参照可能となった 

包袋相互照会 

特許分類共通化 

EPO 

JPO USPTO 

KIPO SIPO 

WIPO 

各庁 各庁 

各国特許庁の審査官や職員のみならず、出願人や一般公衆を含む知的財
産に関わる全てのユーザにとって役立つと期待されているサービスと、
このサービスの提供を早期に実現するためのITインフラの構築を目指す
将来ビジョン 

各国が一般公衆向けに提供する 
「グローバルドシエ」サービスの
特徴や活用方法について調査する 



3. 2 各庁サイトの比較 
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EPO 

JPO USPTO 

KIPO SIPO 

WIPO 

各国グローバル・ドシエを比較 
公衆向けに公開されている、「USPTO」「EPO」「SIPO」「KIPO」
について【ファミリー情報】【引例情報】を中心に確認 

USPTO 

KIPO 

EPO 

SIPO 

日本以外は2015年までに提供済 
日本は2016年7月25日提供開始 



3. 2 各庁サイトの特徴  ＜USPTO＞ 

ファミリー情報をCSV形式でダウンロード 
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ファミリー情報一覧をCSV形式で 
一括ダウンロードし、閲覧が可能 



3. 2 各庁サイトの特徴  ＜KIPO＞ 
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ファミリー情報の表示に特徴がある 

五庁の審査状況が横並びで閲覧することができる 

各庁の審査状況が比較し易い 



3. 2 各庁サイトの特徴  ＜EPO＞ 

引例情報をPDF形式とCSV形式で情報取得できる 
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検索結果画面からCSV形式出力とPDF形式での
公報表示の選択が可能になっている 

引例一覧CSV形式 公報PDF形式表示 



3. 2 各庁サイトの特徴  ＜SIPO＞ 

ユーザインターフェイス 多言語対応 
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日本語環境のブラウザーからアクセスすると、日本語
と英語表記に自動的に切り替わる 



国 サイト 言語 収録範囲 提供時間 ファミリ 引例DL 

USPTO USPTO 
Grobal 
Dossier  

原語+
英語 

2003年1月以
降の出願 

平日） 
00：00AM~04：
30PM 
05：30PM～12：
00AM 

csv形式で閲覧
可能 

1ファイル毎PDF形式
にてDL可能 

EPO ①European 
Patent 
Register 
②
Espacenet 

原語+
英語 

1978/01/06
以降の出願 
1978/06/01
以降の出願 

常時 サイト画面にて
参照 

1ファイル毎PDF形式
にてDL可能 

SIPO 中国特許照
会システム 

日本語
サイト
へリン
ク 

2010/02/10
以降の出願 

平日）常時 サイト画面にて
参照 

1ファイル毎PDF形式
にてDL可能 

KIPO KIPO One 
Portal 
Dossier 

韓国語
のみ 

1999年以降
の出願 
2000年1月以
降の出願 
 

平日・土）常時※た
だし水18：00～
19：00は停止 
日・祝）9：00AM～
21：00PM 

サイト画面にて
参照 

1ファイル毎PDF形式
にてDL可能 

JPO 
2016年7月25
日 
リリース 

J-PlatPat 日本語
のみ 

2003年7月以
降の出願 

月曜日8:00～土曜日
7:00※ただし祝日を
除く。 

サイト画面にて
参照 
 

 
 

3. 2 各庁サイトの特徴  ＜比較＞ 

各国庁サイトの比較と現状できること 
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3. 2 各庁サイトの特徴  ＜JPO＞ 

日本特許庁 グローバルドシエ サービス開始 

36 

日本または外国の出願番号等から、それに対する各国（日本・米国・
欧州・中国・カナダ・PCT）のパテントファミリー出願・審査関連情報 
（ドシエ情報）を一括して参照することができるようになります。 

J-PlatPat「特許・実用新案」の選択メニューに「ドシエ（OPD）」メニューが追加される 



3. 2 各庁サイトの特徴  ＜JPO＞ 
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「ファミリー情報画面」 

・ファミリー情報が横並びで表示され案件のステータスが一目で確認できる 
・表示させる国の順番を入れ替えすることが可能 
・審査情報は、原文書と機械翻訳された英訳文書をPDFファイルで表示 
・PCT案件の審査情報を参照・表示可能 



3. 2 各庁サイトの特徴  ＜JPO＞ 
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「ファミリー一覧画面」「分類・引用情報画面」 

「ファミリー一覧」 
各国の案件ごとの書誌情報
を確認することができる 

「分類・引用情報」 
IPC・CPCの分類コードや引
用情報が参照できる 



3. 2 各庁サイトの特徴  ＜JPO＞ 

WIPO-CASE経由でカナダ包袋情報を取得することができる 
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WIPO-CASE 
Participants 

WIPO-CASE（Centralized Access to Search and Examination） 
WIPOが提供するサーチ・審査結果の共有システム 
各庁のサーチ結果や審査結果をCASEへ提供し、アップロードされた各情報を他庁が
利用する仕組み 

今後、WIPO-CASE経由でWIPO加盟国の情報を拡張する予定 
2016年7月現在：カナダ・PCT出願の情報を取得することができる 
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グローバル・ドシエ活用例 

他社からの 
ライセンス受け 

第三者特許 
調査 

自社案件 
の進捗確認 

国内移行日や 
        審査請求日が知りたい！ 
庁から（へ）の書面を原語だけでなく翻訳
文も見ることが出来るため、日付の確認が 
容易 

出願ルートが知りたい！ 
通常ルート？WOルート？基礎情報は？ 
ドシエのファミリー情報から確認できる 

引例情報を一度にとりたい！ 
IDSなど引例情報が簡単に一度に確認が 
できる 

展開国、各国の進捗が知りたい！ 
展開国が一覧で確認でき、一度に進捗が確
認できる 

情報が足りない．．． こんな時に便利！ 



3. 4 現在までの状況と今後の予定 
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公開項目 ~2014 2015 2016 2017 

他庁への情報提供 

一般公衆向け機能開示 

出願・審査請求関連
（ドシエ）情報の取得 
他庁包袋参照可能 

特許文献の公開 
PDFでのダウンロード 

英語機械翻訳機能によ
る、非英語圏の原文およ
び翻訳文の閲覧 

引用文献情報や特許分
類情報の取得 

USPTO・EPO・KIPO・SIPO公開 

USPTO・EPO・KIPO・SIPO公開 

USPTO・EPO・KIPO・SIPO公開 

USPTO・EPO・KIPO・SIPO公開 

USPTO・EPO・KIPO・SIPO公開 

五庁公開 JPO 7/25 
公開 

JPO 7/25 
公開 

  

JPO 7/25 
公開 

JPO 7/25 
公開 



3. 4 現在までの状況と今後の予定 
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公開項目 ~2014 2015 2016 2017 

中国開催 
グローバル・ドシエ 
タスクフォース会議 

米国開催 
グローバル・ドシエ 
タスクフォース会議 

日本開催 
グローバル・ドシエ 
タスクフォース会議 

米国開催 

JIPA 
XMLデータについて

提言 

日本開催 

中国開催 
各庁優先 
5項目決定 

＜継続事項＞ 
1. 警告通知：現行Alertを拡張（EPO） 
2. XMLドキュメント：XML出力にあたっての優先書類・タグ正規化・ステップを提言（JPO) 
3. 出願人名称統一：出願人重複情報について調査（KIPO) 
4. 状態把握：各国のLegalStatus使用状況を2016年6月までに調査（SIPO) 
5. クロスファイリング検証：PPH申請で試行（USPTO) 



a. リーガルステータス 
五庁に出願された一連の出願について、その法的な状態（リーガルステー
タス）を提供する 
 

b. アラート機能 
五庁に出願された一連の出願に関して、出願・審査関連情報に変更があっ
たことを知らせるもの（アラートサービス） 
 

c. 出願書類や手続書類等のXML化（JPO担当） 
五庁の出願書類（明細書等）や手続書類等をXMLで提供するもの 
 

d. 特許庁間での書類交換に関する実証実験（Proof of Concept） 

出願人が、五庁のある庁へ行った手続が、他の五庁においても有効な手続
として自動的に処理されるサービスの実証実験を行うもの 
 

e. 出願人名称の統一 
出願人名称による特許情報検索の精度向上等を目指し、同一出願人である
にもかかわらず出願によって異なる出願人名称を統一するもの 

3. 5 GDTF会合の優先開発5項目 
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＜出典＞ 

特許庁. 特許行政年次報告書2015年版. “第2部 特許庁における取組 第5章 情報システムの拡充に向けた取組". p.243-244 



3. 6 グローバルドシエ会合での提言 

XMLタグの正規化 

1. 日付フォーマット 
の統一 
ISO8601 

2. タグ名は 
英語名称利用 
略称は利用しない 

3. 複数項目を階層化 
発明者など 
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対象書類の優先順位 

1. 拒絶理由通知などの 
生死情報を最優先 

2. 書誌情報 
標準化が比較的容易 

3. 引例情報 
IDSの効率化に有効 

導入ステップ 

1. 出願ソフト経由 
独立してセキュリティを考慮
する必要がなく、出力に
XMLファイルを追加するだけ
で済むため 

2. 一般公開情報への組込 
第三者にも利用可能にする 

3. グローバルドシエによる提供 
リアルタイムにデータ交換を
行うことも可能にする 



 
 

 
 

 
 

4. おわりに 
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４. おわりに 



4. おわりに 
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グローバルドシエへの提言 

XMLによる知財情報の提供 

日本特許庁が提供しているXMLファイルについて調査を行い
、改善点について特許庁に提言した。また、各国特許庁の
XMLによる知財情報の提供状況を調査した。結果、現時点で
XMLにより知財情報を提供しているのは日本だけである。 

グローバルドシエタスクフォース会合にて、各国特許庁に
XMLの提供を要望すると共に、ユーザの利便性を考慮して、
XMLのタグ、提供する情報の優先度、導入ステップについて
提言した。 



4. おわりに 
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今後、グローバルな知財情報の電子的な流通が整備される 
ことにより期待する効果 

早期権利化 
各国特許庁間における審査情報、引例情報の相互利用により早期権利化へ
繋がる 

出願人の手続き負担軽減、及びコスト削減 
・グローバルドシエから包袋をダウンロードできるようになるため、包袋
の取り寄せが不要になり費用の削減が期待される 
・自社知財管理システムにおける包袋管理は必要最低限の情報のみでよく
なり、包袋登録の負担が軽減される 

タイムリーな他社情報の取得 
他社の案件であっても各国の審査経過情報、更新情報（年金情報）を簡単
に取得することができることにより、タイムリーに他社の状況が把握でき
る 
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ご清聴ありがとうございました 


